
挑戦的な学びを通じた栃木の次世代の産業を担う人材育成 ～ワクワクが駆け抜けるとちぎ～挑戦的な学びを通じた栃木の次世代の産業を担う人材育成 ～ワクワクが駆け抜けるとちぎ～
農業・理数・多様な学び・工業の４拠点の活動と産学官金をTCPで連結し、2040年を見据えた県全体の教育改革と人材育成モデルへ高める。農業・理数・多様な学び・工業の４拠点の活動と産学官金をTCPで連結し、2040年を見据えた県全体の教育改革と人材育成モデルへ高める。

TCP｜とちぎ未来共創コンセプト・パートナーシップTCP｜とちぎ未来共創コンセプト・パートナーシップ

TCPTCP

専門人材育成専門人材育成

産学官金連携産学官金連携

共同研究・実証共同研究・実証 教員研修・伴走支援教員研修・伴走支援

①那須拓陽高等学校
スマート農業・環境配慮型農業・農の価値創造を通じ、持
続可能な地域農業を担う人材育成拠点を創出

②宇都宮高等学校
高度な研究環境と産学官金連携により、生徒の「好き」を深
め、新しい価値創造を担う人材育成拠点を創出

③宇都宮清陵高等学校
デジタル技術と産学官金連携によるキャリア教育改革で、多
様な学びと地域創生を支える人材育成拠点を創出

④宇都宮工業高等学校
ロボティクス・IT・インフラDXを核に、県内産業の自動化・
高度化を牽引するデジタル人材育成拠点を創出

育成を目指す８つの力
課題発見・解決構想力

地域・産業・学習上の課題を捉え、根拠に基づき
解決策を構想する

協働・共創力
学校・企業・大学・地域等と連携し、学びや活動を共
創する

データ・AI/DX活用力
農業・工業・理数・多様な学びでデータ、AI、DXを活
用する

実装・価値創造力
現場で試行し、農・工・理数・多様な学びの新た
な価値として形にする

探究・研究深化力
「好き」や問いを起点に、仮説検証や共同研究を
通して探究を深める

発信・社会接続力
成果を発信し、共同研究や地域・産業・社会との接
続につなげる

自己調整・舵取り力
自分に合う学び方や進路を選び、主体的に学び続け
る

地域創生・社会参画力
地域理解を深め、地域や産業の課題解決に主体
的に参画する

（2040年に向けて目指す姿）
挑戦的な学びが地域及び産業の発展につながり、未来を創造する人材が育成され、産業イノベーションと地域創生が持続的に進展する栃木県

協力校への普及協力校への普及

全県展開（実行計画）全県展開（実行計画）

類型１類型１

類型１類型１ 類型２類型２

類型３類型３

１
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類型１ 宇都宮工業｜ものづくり県・栃木から、Miraiを支える人づくり
～産業構造転換の時代を担う次世代教育モデル～

２

・専門的・技術的職業従事者、
ＡＩ・ロボット等を利活用で
きる人材の不足。
・労働需給のミスマッチが生
じている。
・技術革新にも対応できる専
門・技術系人材を、計画的に
育成していくことが不可欠。

県の人材育成課題
・例年、技能職、現業職、施工管
理職に就く生徒が多い。
・生徒が将来ロボットシステムの
設計・開発や、ＩＣＴ・ＡＩの活
用等を通じてキャリアを形成して
いけるよう、デジタル活用能力の
育成等の高度な専門知識を身に付
けさせることが必要。

教育上の課題

整備し、探究活動等を支援。

・産業構造転換に対応する｢ロ
ボティクスコース｣及び｢ＩＴ
エンジニアコース｣を設置。
・技術指導の場として｢先端Ｄ
Ｘ実習センター｣を整備。
・｢Ｍｉｒａｉ創造ルーム｣、
｢Ｃｏｎｎｅｃｔスタジオ｣を
整備し、探究活動等を支援。

教育改革

①産業用ロボット等を活用し
て、自動化を実現する力
②デジタルを使いこなす力
③地域や社会のインフラをDX
で支える力
④広い視野を持って無限に広
がるMiraiを創造する力

育成を目指す力

探究成果発表件数 等

・ロボット関連・IT関連企業
への就職内定者数
・産業界等と連携した授業・
実習の実施件数
・ロボット関係・IT関係の高
度資格取得者数
・Mirai創造ルームを活用した
探究成果発表件数 等

指標・成果

３ 事業の特色３ 事業の特色
【教育改革の内容】
①先端機器活用して本県の産業DXを牽引し、広い視野で未来を創造できるデジタル人材を育成
②教育課程再編成により、個別最適な学びと多彩な進路に対応した教育
【施設・設備の整備】
①「先端DX実習センター」の建設により、各分野の先端機器を一挙に導入 ②「Mirai創造ルー
ム」により探究活動の支援により生徒の創造力を向上させ、主体的に学びに向かう環境を構築
【他校への普及方策】
①「Connectスタジオ」により拠点校の取組を協力校へ波及 ②「ミーティングルーム」活用によ
る協議 ③機器貸出し、実習書の共有により共同実習の実施 ④TCP、コーディネータ活用により
実践的に学ぶ機会を創出
【その他】
①「安全教育KYTルーム」により安全意識の向上 ②県内企業・大学との連携(学習支援・技術者
による授業等) ③特別支援学校との連携

２ 改革のイメージ図２ 改革のイメージ図

１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
宇工高がこれまで取り組んできた連携の取組や、DXハイスクール事業、とちぎものづくり
コンソーシアム、とちぎ建設業魅力向上連絡協議会、TCPによって開拓された連携の取組を、
県内工業高校へ波及させる。

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
宇工高がこれまで取り組んできた連携の取組や、DXハイスクール事業、とちぎものづくり
コンソーシアム、とちぎ建設業魅力向上連絡協議会、TCPによって開拓された連携の取組を、
県内工業高校へ波及させる。



類型１ 那須拓陽｜スマート農業×産学官金連携による次世代農業人材育成拠点
～経験に頼る農業からICT・データ活用で稼ぐ農業にアップデートする持続可能な次世代農業人材育成モデル～

３

基幹的農業従事者が減少す
る中、限られた労働力でも
生産性向上や高付加価値化
によって収益を確保できる、
農業経営者を育成する必要
がある。

県の人材育成課題

・農業の新たな価値を創出
する人材育成に向けた教育
課程の見直し
・地域課題解決につながる
産学官金連携の充実
・農業の生産性向上や６次
産業化を学ぶ環境の整備

教育上の課題

・新学校設定科目「アグリ
イノベーション」の開設と
体系的な教育課程の編成
・地元企業等との恒常的な
連携体制の構築
・スマート農業・畜産施設
とファームテラスでの実証

教育改革

①課題解決の思考・判断力
②データに基づく生産・経
営判断力
③環境・生産・経営を統合
的に捉える力
④生活者視点の価値創造力

育成を目指す力

る状態 等

・スマート農業を活用して社
会実装に繋がった探究のテー
マ数
・生徒がスマート農業・環境
配慮型農業の意義を地域課題
や経営改善と結び付けて説明
し、進路選択に反映できてい
る状態 等

指標・成果

３ 事業の特色３ 事業の特色
【教育改革の内容】
①新学校設定科目「アグリイノベーション」の開設と、農業を職業として意識させ
る体系的な教育課程の編制、②「スマート農業」による探究活動の高度化、③環
境・生産・経営を統合的に考える「環境配慮型農業教育」の実践、④６次産業化の
視点による学科横断・産学官金連携の探究活動の推進
【施設・設備の整備】
①データ活用と地域共創の拠点｢ファームテラス｣の設置、②スマート農業を実践す
る施設・設備（環境制御型温室、スマート牛舎、スマート農業機器など）
【他校への普及方策】
①施設設備及び機器の共同利用、研修会・成果発表会の開催、②指導方法の標準化
と共有、③学科横断・学校間連携による探究活動の展開

２ 改革のイメージ図２ 改革のイメージ図

１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
新しく設定する科目「アグリイノベーション」では、スマート農業や環境配慮型農業、６次産
業化について、各分野の外部専門家が講師としてプログラムを担い、生徒たちは地域課題
をデータサイエンスで分析し、社会実装につなげる手法を学ぶ。

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
新しく設定する科目「アグリイノベーション」では、スマート農業や環境配慮型農業、６次産
業化について、各分野の外部専門家が講師としてプログラムを担い、生徒たちは地域課題
をデータサイエンスで分析し、社会実装につなげる手法を学ぶ。



類型２ 宇都宮｜「好き」×探究×社会実装によるイノベーション人材育成拠点
～戦略３産業を舞台に新しい価値創造を担う人材育成モデル～ ４

戦略３産業（自動車、航空宇宙、医
療福祉機器）の強化や、スタート
アップ創出の強化に向けた指針を策
定し、企業の創出・拡大に向けた取
組を推進しており、この機運を活か
して、理数分野の知識や思考力を基
盤に、地域課題の解決や新たな価値
創造を担うイノベーション人材を育
成する必要がある。

県の人材育成課題

しながら探究的に学ぶ機会の充実

① ＡＩやデータサイエンス等の先端
技術を活用しながら課題発見・解決
や価値創造に取り組む文理融合型の
学びの充実
② 産学官金等と連携した高度な探究
活動や専門的な研究指導を継続的に
受けられる環境・体制の整備
③ 教科等での学びと地域産業、研究
開発、社会課題とのつながりを実感
しながら探究的に学ぶ機会の充実

教育上の課題

・文理融合カリキュラム、
データ活用型探究、とち
ICO
・産学官金連携、外部メン
ター、社会実装
・共同研究、実践知共有、
共同教育圏 等

教育改革

①「好き」起点の探究深化
力
②データ・AI活用力
③文理横断の課題解決力
④社会参画・発信力

育成を目指す力

・文理融合して、根拠に基づく解
決策を提案できた生徒割合
・外部機関との探究から、価値提
案・社会実装へ進んだテーマ割合
・大学・企業等と連携した探究活
動を実践した教員割合
・拠点校の資源を活用し、教育実
践を行った県内高校数 等

指標・成果

３ 事業の特色３ 事業の特色
【教育改革の内容】
①文理融合の学びを深め、「好き」を探究へつなげる学習基盤の整備
②産学官金連携による高度理数探究と社会実装 ③共同教育圏による県全体への展開
【施設・設備の整備】
「とちぎイノベーションコモンズ（とちICO）」の整備、企業や大学と交流できる「イノベーションテラス」、データサイエン
ス等を駆使して探究を深める「ADSスタジオ」、研究成果を発表する「共創ライブステージ」、高度な理科系分析機器
等を備えた「ネクスト・サイエンス・ラボ」を整備する。
【他校への普及方策】
とちICOの共同利用、共同研究・相互レビューを行う「共創フォーラム」、研究アーカイブ及びオンライン共創プラット
フォームを活用した共同教育圏の形成
【その他】
とちICOを活用したジュニアサイエンスプロジェクトの実施、高校生による理数・探究講座や地域への成果発信

２ 改革のイメージ図２ 改革のイメージ図

１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
１年次に、企業等と連携し、モビリティ分野など実社会の課題を題材とした探究スタートアッププロ
グラムを実施。さらに、２年次以降、企業・大学等の伴走をうけながら、実社会の課題を題材とした
課題解決型学習を、文理横断的な視点で探究を実施する。

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
１年次に、企業等と連携し、モビリティ分野など実社会の課題を題材とした探究スタートアッププロ
グラムを実施。さらに、２年次以降、企業・大学等の伴走をうけながら、実社会の課題を題材とした
課題解決型学習を、文理横断的な視点で探究を実施する。



類型３ 宇都宮清陵｜デジタル技術×産官学金連携による次世代キャリア教育拠点

～３つの教育モデル×５つの学びのストーリーによる次世代人材育成モデル～
５

生産年齢人口の減少や周縁地域
の過疎化の進行により、地域産
業や地域コミュニティを支える
担い手の不足が深刻化しており、
未就労者や増加する外国人住民
を含む多様な人材が地域で活躍
できる環境を整備することが重
要となっている。

県の人材育成課題

・中途退学者が一定数存在する
・卒業後の就業や社会的自立に
向けた継続的なフォローアップ
は限定的
・学校規模の縮小や教員配置の
制約により、生徒が希望する学
習機会や特色ある学びを十分に
確保することが困難

教育上の課題

「高校教育段階から地域・
企業が伴走し、生徒一人一
人の社会的自立を支える多
様な学びの仕組みの構築」
をテーマとして、学校だけ
で完結しない学習・キャリ
ア支援体制の構築 等

教育改革

①学びの調整力
②主体的キャリア形成力
③地域理解・探究発信力
④協働・地域創生力

育成を目指す力

・オンライン配信教科・科目数（教
育課程上）
・学習継続・進路接続に関する肯定
的回答割合
・日本語・教科学習と進路支援に関
する肯定的回答割合
・地域課題の解決策を提案・実践で
きた生徒の割合・多様な教育ニーズ
に対応する教育システムの定着 等

指標・成果

３ 事業の特色３ 事業の特色
【教育改革の内容】

①３つの教育モデルによる多様な学びの実現、②小規模校の学習機会を保障する学習配
信センターの整備、③地域資源を活かした魅力ある学びの機会の創出、④専門教科・実
習科目の配信による多様なキャリア形成と地域社会を支える人材育成
【施設・設備の整備】

工業・福祉実習棟の改修・配信環境整備、配信スタジオ・オンライン授業室及び学習管理
システム（ＬＭＳ）の整備
【他校への普及方策】
配信を活用したオンライン教育の実践モデルの共有
【その他】
放課後オンライン学習による学び直し、資格取得及び進路実現に向けた学習支援

２ 改革のイメージ図２ 改革のイメージ図

１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）１ 本事業の内容（課題から教育改革、成果の関連）

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
多様な背景をもつ生徒が、自己肯定感を高め、社会的自立に向けて成長することができる
よう、居場所づくりや相談支援の取組を進めるNPO法人や、外国人材の受入れに関する取
組を進める企業と連携し、就労を見据えたキャリア支援を行う。

４ 企業、大学・研究機関等との連携の方向性
多様な背景をもつ生徒が、自己肯定感を高め、社会的自立に向けて成長することができる
よう、居場所づくりや相談支援の取組を進めるNPO法人や、外国人材の受入れに関する取
組を進める企業と連携し、就労を見据えたキャリア支援を行う。


